
 
 
 
 
 
第１問  正解＝B、１０点             
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黒１と右辺全体の模様に芯を入れます。白２なら
黒３から９まで白を攻めながら黒地を確定します。 
黒１でＡは白aに打たれ、黒６なら白ｂで黒模様
を消されます。 
Ｃ＝８点 Ａ＝６点 
 
第２問  正解＝B、１０点  
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序盤では弱い石を放置しないのが鉄則です。黒１
の二間ビラキが最大です。白２には黒３と先行し

て大丈夫です。黒１で３は白１と攻められます。
C（３）＝８点 A＝６点 
 

 
 
 
 
 
第３問 正解＝Ｂ、１０点 
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右辺は定石が進行中です。ここは白１のヒラキで
根拠を持つのが大きい。黒２なら白３としっかり

守ります。白１で Aのカカリも大きいのですが、
黒 aに打たれて右下の白が攻められます。 
A＝８点 C＝６点 
 
第４問  正解＝B、１０点 
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白１の構えが最大です。気合いで黒２なら白３、
５と押しつけて上辺が雄大です。白１でCのツメ
も大場ですが黒１に打たれ、右上の白三子が攻め
られかねない雰囲気です。C＝８点 A＝６点 
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第５問  正解＝C、１０点  
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白１の守りが急場です。黒２なら白３と狭いなが
らも構えて満足。白１でAは黒aのツケコシが厳
しいのです。白ｂ、黒ｃ、白ｄ、黒１と切り離さ
れてはいけません。 
A＝８点 B＝６点 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第６問 正解＝B １０点 
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黒１にツケます。白２に黒３とハネて白に二眼は
なく死に。黒１で先に３と一眼をつぶすのは白１

に打たれて生きられます。 
 
第７問  正解＝A １０点 
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黒１に出るのが正解です。白２に黒３と外から攻
めます。白４には黒５に切って白死。黒１で３は

白４、黒５、白１と生きられます。 
 
第８問 正解＝A １０点 
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黒１置きが眼形の急所です。白２に黒３の打ち欠
きから黒５まで手順を尽くして白死。黒１で３は

白１に打たれて生きられます。 
 
 
 
 



第９問 正解＝A １０点 
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黒１にヘコみます。白２、４には素直に応じて黒
は生きています。黒１で２は白１、黒 a、白ｂ、
黒４、白３まで生きはありません。 
 
第１０問 正解＝B １０点 
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黒１と切るのがうまい手段です。白２に黒３と切
り返し、白４と抜いても黒５は１に放り込みます。 
黒１で２は白１、黒４に白aまで生きられます。 
 
第１１問 正解＝B １０点 

3
2

4
1 5

 

黒１のコスミが手筋です。白２のツケコシには黒
３と切って不安はありません。黒１以外では連絡

ができません。 
 
 
 
 

第１２問 正解＝B １０点 
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攻め合いに勝つには黒１のサガリしかありません。
白２がしぶとい守りですが黒３、５と平凡に攻め

るのが正解です。 
 
第１３問 正解＝B １０点 
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黒１のハネコミが手筋の妙。白２に黒３とまくっ
てから黒５にツギ、白６には黒７からアテて勝て

ます。 
 
第１４問 正解＝Ｃ １０点 
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アタリを打ちたいところを我慢して黒１にツケる
のが手筋。白２に黒３と切り返し、白４に初めて

アタリで黒二子が生還します。 
 
 
 
 



第１５問 正解＝B １０点 
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黒１の置きがヨセの手筋です。白２しかなく黒３、
５と渡ります。黒１で３、白１、黒５では正解と

比較して２目違います。 


